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講 演 レジュメ  

 

幸せ、看取りと認知症  （ 要約 ）  

             

大 井  玄  東 京 大 学 名 誉 教 授  

 

・ わ た し が 幸 せ と 感 じ る よ う に な る ま で  

・ 若 い と き の 幸 せ は 借 り 物 だ っ た ： 幸 せ は 一 時 の 喜 び で は な い 。生 き

て い る 状 態 へ の 持 続 的 な 満 足 と 感 謝 の 感 覚 。  

・ 病 気 を し 、 苦 痛 と 不 自 由 を 経 験 し た 後 の 「 普 通 さ 」 の 幸 せ ： 脊 柱 管

狭 窄 症 、 胸 部 大 動 脈 弓 に で き た 動 脈 瘤 。  

・「 自 分 は 自 分 で な い も の か ら 成 り 立 つ（ 無 我 と 無 常 ）」こ と の 気 づ き ：

わ た し は 私 以 外 の す べ て と 相 依 相 関 ・ 相 互 依 存 の 関 係 に あ る 。  

・ わ た し は あ な た 、 あ な た は わ た し ： 遍 在 感 覚 と 1 3 8 億 歳 の 材 料  

・ 世 界 が 美 し い と 感 ず る 幸 せ ： も う こ の 空 、 光 、 風 、 雨 、 景 色 は 見 ら

れ な い ー 残 さ れ た 時 間 は 短 い と い う 感 覚  

 

・ 看 取 り か ら の 学 び ：「 大 往 生 」 し て も ら う 幸 せ 。  

・「 わ た し は こ の 人 と と も に 死 に つ つ あ る と い う 感 覚 」 を 学 ぶ  

・ い の ち の バ ト ン タ ッ チ と は ：「 大 往 生 の 定 義 」          

・「 今 日 は 死 ぬ の に も っ て こ い の 日 だ 」  

 

・ 老 耄（ 老 い て 認 知 症 に な る ）の 幸 せ ： が ん 疼 痛 と 死 の 恐 怖 か ら の 解   

放  

・ 脳 （ ア ー ラ ヤ 識 ） は 環 境 刺 激 、 記 憶 、 経 験 か ら 世 界 を 創 る （ 唯 識 ）  

・ 認 知 症 高 齢 者 の 紡 ぐ 「 意 味 の 世 界 」  

・ 認 知 症 高 齢 者 が 生 き る た め の つ な が り の 作 り 方 ： 接 触 、眼 触 、耳 触

（ マ ッ ジ マ ニ カ ー ヤ ）  

・ 生 老 病 死 を う け い れ る  

 

・ 死 を 学 べ 、 生 の 喜 び が 理 解 で き よ う 。  


